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　話題の将棋棋士、藤井七段が中学生棋士と

して連勝記録を伸ばし、連日話題となってい

た頃、テレビで子ども用の将棋セットが非常

に売れていますと紹介されていました。

　実は我が家でも、息子が小学生の頃に子ど

も用の将棋セットを購入し、将棋盤を挟んで

親子で向き合い、和気あいあいと楽しんだも

のです。なんだか無性に懐かしくなり、高校

生になった息子と久しぶりに将棋でも、とな

りました。

　さて、あの将棋盤はどこに？と探している

と、息子が「なに探しているの？将棋盤？い

いじゃんスマホで」と、スマホにネット対戦

できる将棋アプリをダウンロード。結局、親

父と息子がひざ詰めに向き合うこともなく、

息子はソファーにごろり、親父は座椅子にだ

らりと、互いにスマホを凝視する対戦となり

ました。

　「むむ」「そうか」などとスマホに呟きなが

ら指していて、ふと、スマホがどんどん発達

して、介護や福祉の現場でも、会って話をし

たり、身振り手振りで伝えたり、相手の反応

をダイレクトに感じながら対話することがな

くなったらと想像。しかしすぐに、いやいや

それは寂しい、私たちの仕事には、面と向かっ

て接し、膝詰めの関係が絶対に必要だと、ひ

とりで納得したことを覚えています。

　ところで将棋の結果はというと、スマホの

小さい画面は辛かったです。せめてタブレッ

トにアプリをダウンロードすれば違う結果

だったかも。

このたび、楽友会理事長に就任させていただきました松本健二です。微力ではござ

いますが、ご利用者様を初め、地域福祉の一翼を担う楽友会のお役目を務めさせて

いただきます。どうぞ、よろしく、お願い申し上げます。

  楽友会はお蔭様で、今年で法人・事業ともに創設創業５０周年になります。この間に、

ご利用者様はもとより、ご家族、関係者、地域の皆様には、言葉に尽くせぬほどの

ご厚情、ご協力、ご支援を頂戴しました。改めて心から深く感謝申し上げます。

  今年度は、感謝の為に５０周年記念の会を開催するとともに、次の１００年に向け

た第一歩となる第二期経営計画を策定し、今後の高齢化少子化の進展に適切に対応

し、社会福祉法人としての役割を引き続き担ってまいりたいと存じます。

  ご承知のように、戦後７０余年、わが国も先進福祉国家の一員になったとはいえ、

さまざまな課題を抱えています。今後もさまざまな困難があろうかと思いますが、

たじろぐことなくご利用者の皆様が笑顔で健やかな生活ができますように、組織一

丸となって笑顔で心をこめた支援に努め、地域の福祉資源としての役割を果たして

まいります。重ねて、皆様の方の温かいご指導、ご鞭撻をお願いして、就任の挨拶

とさせていただきます。

松本健二理事長

2018 年４月就任
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